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産業建設常任委員会 委員長報告 

 

今臨時会において、産業建設常任委員会に付託になりました議案１件

について、その審査の経過と結果をご報告申し上げます。 

 

議案第 103 号、横手市大森浄化センターの健全性に関する第三者委員

会設置条例について、主な質疑と答弁を申し上げますと、「設置条例を制

定するにあたって指針があったと思うが、なぜそれを準拠しなかったの

か。その理由はどのようなものか」との質疑に対し、当局より、「指針で

は、確かに新規条例を制定する場合は２カ月前までに協議しなければな

らない。しかし、条例制定が決まった時点で２カ月ない状況であったた

め、指針のとおりはできなかった」との答弁がありました。 

また、「どうしても指針を無視してまで急がなければならなかった理由

は何か」との質疑に対し、当局より、「大森浄化センターについては、完

成したが供用開始に至っていない状況である。会計検査時に供用開始で

きていなければ、補助金返還という話も伺っている。第三者委員会が公

正・公平に客観的に調査し、健全性が保たれていると判断されれば、供

用開始に向けた手続きを行いたい。しかし、第三者委員会が健全性の部

分について、もう少し調査が必要だと判断すれば、それに従わざるを得

ないと考えている」との答弁がありました。 

これについて委員より、「要するに会計検査院が入るということがきっ

かけということか」との質疑に対し、当局より、「供用開始されていなけ

れば補助金の返還と言われているので、対応できる最善の手法によりス

ピード感を持って当たっている。しかし、場合によっては調査が会計検

査後までかかることもありうるという覚悟はしている」との答弁があり

ました。 

また、「予算が通れば第三者委員会の名簿を示すというが、本来は先に

出すべきではないか。内諾をもらっているという話もあったが、どうか」

との質疑に対し、当局より、「委員については、コンクリート工学の大学

教授１名、コンクリート構造物の研究者である大学教授１名、国土交通

省の外郭団体である土木研究所の研究者１名、県建設部の幹部職員、ま
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た、農林水産省から専門家が１名追加になる可能性もある」との答弁が

ありました。 

また、「本会議場で質疑があったように、ほかの団体にお願いすること

はできないのか」との質疑に対し、当局より、「確かに技術士会などの専

門機関にお願いするというような手法もあるが、今回は、会計検査院が

来るためスピード感を持って第三者委員会を立上げ、速やかに調査する

ため準備をしている。ただし、立ち上げても第三者委員会の判断を仰が

なければ供用開始できるかどうかは分からないため、時間がかかる可能

性も十分覚悟している」との答弁がありました。 

討論では、小野正伸委員より、反対の立場で、「委員間討議を行ったが、

決して第三者委員会をつくるなということではなく、市民の安全性、施

設の健全性を求めながら条例をつくってほしいということが一番の希望

であった。このままの条例だと、あまりにも拙速ではないかという意見

が多く出された。また、様々な説明があったが、確かに会検も来るだろ

うが、それ以上に、本当に皆さんから理解していただきながらこの条例

が前に進むようにしていただきたい。特に、学識経験者の委員を５人以

内で組織するという説明があったが、誰を委員にするのか、はっきり分

かった上での条例決定のほうがよいと考える。市民のために、役に立つ

施設になるために、もう少し内容を精査してほしい」との討論がありま

した。 

本案について、起立採決の結果、起立なしにより否決すべきものと決

定いたしました。 

 

以上をもちまして、報告を終わります。 

よろしくご審議の程お願いいたします。 

 


